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○議長（是石　利彦君）  改めておはようございます。会議に先立ち議員及び執行部の皆さんに、議長よりお願いいたします。
　発言は必ず議長の許可を得てから発言していただきます。また、不適当発言、不規則発言に御注意いただきますよう、有意義な会議でありますよう皆様の御協力をお願いいたします。
　ただいまの出席議員は１０名で定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。
　なお、本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
────────────・────・────────────
日程第１．会議録署名議員の指名について
○議長（是石　利彦君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　会議録署名議員に、矢岡議員、山本議員、２名を指名いたします。
────────────・────・────────────
日程第２．一般質問
○議長（是石　利彦君）  日程第２、一般質問を行います。
　質問の通告がありますので、質問を許します。
　質問は、通告の内容に沿ってお願いいたします。また、質問の回数は、同一質問について３回を超えることができないようになっておりますので、よろしくお願いいたします。
　質問者の質問時間は、答弁を含み５０分以内ですので、時間内に終わるよう要点を簡潔にお願いいたします。
　また、答弁者につきましても、効率的な議事運営の御協力をお願いいたします。
　時間の経過は、議場内に表示されておりますので、消費時間を確認しながら厳守していただきます。
　矢岡議員、どうぞ。
○議員（４番　矢岡　　匡君）  通告にのっとりまして質問を行います。
　本日は、エデュケーションについて──教育なんですが、能力を導き出すという本来の意味合いから単に「教育」と訳すより「発育」のほうに私は主眼を置いています。
　そのエデュケーションについて、大きく２つの質問を行います。
　では、１つ目、ＳＤＧｓの目標１２「持続可能な消費と生産のパターンを確保する」に関連する事案について。
　６月は環境月間、ごみゼロの日以降、環境保全の重要性を認識し、行動の契機とするため、例年様々な行事が行われています。
　そんな環境に寄与するものではなかろうかという学校での話を耳にしました。
　目標の４「質の高い教育をみんなに」は、まさに教育そのものなのだが、目標１２につながるだろう事案として、この春から学校給食で残菜等生ごみを出さない、減らす──ゼロウェイスト運動とも言えるであろう取組を始めたと聞くが、改めて教育的な考え方をお尋ねしたい。
○議長（是石　利彦君）  教育長。
○教育長（江﨑　　藏君）  持続可能な開発への教育についてお尋ねいただき、ありがとうございます。
　この春から小中学校で給食を残さず食べる、残菜を減らす指導を始めているところであります。まだ、２か月余りではありますが、この生ごみを減らす取組が町独自の半額助成の給食を感謝をしながらみんなで楽しく頂く、食育につながっているようであります。
　特に、いっぱい運動して、しっかり食べることで、体力づくり、健康づくりとなり、学校が楽しい居場所となっていることを大変うれしく思います。
　生ごみを減らすという小さな取組から、持続可能な地域をつくるための第一歩を踏み出せたことをうれしく思います。
　この学校での小さな一歩が、町民みんなの一歩となり、もっとＳＤＧｓの考えが各家庭に広がっていくことを期待しています。
○議長（是石　利彦君）  矢岡議員。
○議員（４番　矢岡　　匡君）  昨年までのその残菜や生ごみの処理といったところは、どうしてきたのでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  教育長。
○教育長（江﨑　　藏君）  これまでは、業者に委託して、週２回取りに来てもらっておりました。夏場に臭いがすることから、近隣への配慮をしなければならないこと。また、処理委託料の削減ができないものかと考え、脱炭素社会の実現にもつながることから、食品ロス削減活動へとかじを切り、この４月から業者の処理委託をやめました。
　多少は、生ごみが出ているようでございますが、落葉に混ぜて肥料づくりに使ったりして、今は一般ごみで対応できるぐらいのわずかの量であるというところまで来ております。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  矢岡議員。
○議員（４番　矢岡　　匡君）  このたびの学校での給食における食品ロスを削減する一つの取組だが、きっと意義は大きい。子供の心に環境やＳＤＧｓへの意識がとどまり、そして、周りへと浸透していくものでしょう。
　実際にも、この「吉富中だより」を読むと、再生可能な社会づくりへ、腐葉土づくり、そして、プチボランティア随時募集と、地域住民へ働きかけるところまで記事が広がっております。
　ちなみに、この便りを回覧板で回すようになったのは、３年ほど前でしたか、コミュニティスクールの会議で提案され、それが実現したもので、コミュニティスクールの意義がこういったところにもあらわれているかなというふうにも感じております。
　教育長が、卒業生を花で見送りたいと始めたプランターづくりが契機となり、まさに私が花畑町政に期待する進取と倹約の実践を教育の場で行ったと感嘆しております。１０月の食品ロス削減月間に向けて、このよき事例をアピールしていくのもよいのではないかと思ったりもしております。
　続きまして、子供の体力についての質問に移ります。
　スポーツ庁の「体力・運動能力、運動習慣等調査の結果」という資料が公開されております。そこで、児童生徒の体力の状況として、少し読んでみます。
　「平成２０年度の調査開始以降の推移を見ると、令和元年度は小中学生の男女共に低下した。小中学生共に、女子よりも男子が大きく低下しており、特に、小学生男子は、過去最低の数値であった」と心配されるような結果が出ております。
　そこで、子供の体力に関連して、コロナ禍の外出自粛の中で外遊びが減ったせいで、子供の体力が落ちていると、スポーツ庁は運動機能低下によるけがの増加を懸念し、子供ロコモ注意を呼びかけている。
　その子供のロコモティブシンドローム（運動器症候群）が本町でも心配されます。そこで、本町の子供たちの現況は、どうなのだろうか。お願いいたします。
○議長（是石　利彦君）  江﨑教育長。
○教育長（江﨑　　藏君）  子供の運動器症候群のことで、柔軟性やバランス等、運動機能が低下し、動作が鈍くなる状況のことであろうと思いますが、以前から子供の体力低下や運動不足が問題になっておりまして、私はいつの時代であれ、子供が健全に成長していくには、積極的に体を動かす運動や遊びが重要であると考えております。
　小学校では、新型コロナ禍の中、校外での活動等の自粛で、子供の運動量は多少は減少したと考えていますが、動作が鈍くなってつまずいたり、けがしたりする傾向にはないというように捉えているようであります。
　家に帰っても外遊びができないこともあり、学校では積極的に子供たちを遊ばせたいと先生と子供が一緒になって外で遊ぶ日を週に２日は設けるなど、先生方が子供たちと駆け回っている情景を見ては、学校らしい学校だなとうれしく思っております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  矢岡議員。
○議員（４番　矢岡　　匡君）  総体的には、安心できる答弁を頂いたように感じました。
　体力について、また、本町では長年にわたり、スポーツクラブ等、多くの指導者が熱心に指導をされてまいりました。それと、十数年前から県ではタレント発掘育成ナビの事業や、町では吉富アスリートクラブだったか、吉富ジュニアスポーツアカデミーなる進取的な取組も長く行ってきたことは存じております。
　冒頭に申しましたとおり、子供たちの体力の低下が心配されるという中、吉富の子供たちの体力は全国的に見てどうなのかを伺いたいと存じます。
○議長（是石　利彦君）  教育長。
○教育長（江﨑　　藏君）  体力についての質問は、大変ありがたく、力強く回答させていただきます。
　今の子供たちは、これからの人生１００年時代を健康的に暮らしていく必要がございます。そのためにも、子供のときから運動に親しみ、体力づくりを習慣化しておることは、その子にとって何よりの強みになってまいります。
　体力の推進について、一昨年の体力実技テスト、男女５年生で５０メートル走、ボール投げ等８項目のほとんどで全国水準を大きく上回っております。学校での外遊びの奨励や、体育の時間に柔軟運動に力を入れているということもありますが、要因として大きいのは、やはり町の体育協会を中心に子供の体力づくり事業を継続した取組の成果であると考えています。
　保育園の４歳児から小学校６年生まで吉富キッズ育成に多くの方々に熱心に指導いただいているたまものであると感謝に堪えません。
　スポーツクラブや少年武道等での心身の鍛練も教育的に大きいものがございます。このことは、とりわけ体育の教師であった町長の明るく元気なまちづくり、人づくりへの熱い思いからの行動力の成果であると考えています。
　この夏は、オリンピック・パラリンピックが我が国で開催される予定の年でもあり、町民みんなで応援したり、観戦したり、体を動かしたりしてスポーツを楽しんでいただき、オリンピズムの教育的価値である努力の喜び、他者への尊敬、周りへの感謝、おもてなしの心が醸成されるよう、これからも体育協会をはじめ、関係団体へ助成を続けて、力強く支援してまいります。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  矢岡議員。
○議員（４番　矢岡　　匡君）  私の憂いは、懸念だったと、関係者の功績が大きかったと納得いたしました。親御さんや教員もきっと本日の答弁を聞き安心されるものと感じました。教育の質が高まれば、おのずと町は発展するものと私は思います。
　今後も江﨑教育長の教育における、真・善・美の追及と実践を応援してまいりたいと存じます。
　以上で私の質問を終わります。
………………………………………………………………………………
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  ８番、岸本です。通告に従って質問をいたします。
　まず１点目、新型コロナ感染症対策についてお尋ねいたします。
　具体的に言いますと、町内業者の感染予防費用への補助、県の協力金対象者以外で減収の大きい業者への支援についてです。
　先日、飲食業ではない複数の町内業者の方に売上げについてお聞きいたしました。去年ほどの落ち込みはない。しかし、コロナ前には戻っていないというのが、共通した答えでした。社会の人の流れ、動きが変わっているので当然だと言えます。
　また、町内ほとんどの商店、事業所には、入り口に消毒液が置かれていますし、パーテーション、検温器も見かけます。
　吉富広報６月号には、福岡県経営革新実行支援補助金の御案内が掲載されました。さきの議会で紹介された制度の周知の一つの取組だと思います。
　これはこれでよいことだと思いますが、この制度は実績からも、また、答弁で示された執行部の認識にもあるように敷居が高いものです。
　今定例議会には、コロナ対策としての取組が示されていますが、今申し上げました２点に関する具体的な支援策はありませんでした。
　こうした支援については、どのようにお考えでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  お答えいたします。
　新型コロナウイルスの中小企業向け影響調査によりますと、先ほど岸本議員がおっしゃいましたように、昨年は半数以上の中小企業の方の売上げが減少し、この先、景気回復も不透明な状況でございます。
　また現在、全国の複数地域におきまして、緊急事態宣言が発令されており、事業者は感染防止のための消毒液やビニール手袋などの経費を要し、そのため国や県では売上げが減少している事業者に支援金などを実施しております。
　この状況を鑑み、本町でも新型コロナウイルス対策臨時交付金を活用し、一時支援金と感染防止費用の助成制度を検討してまいりました。
　支援金の概算は、国、県の対象とならない事業者に１０万円の２０事業所２００万円を、感染防止費用の助成は、アルコール消毒やパーテーション費用として５万円の４０事業所２００万円で検討を進めてまいりました。
　しかし、財源は限られており、町で本当に困っている多くの方に使っていただきたいと、今回は福祉や子育て支援、そして、高齢者支援も考慮した予算編成を行うべく、商工会とも何度も協議を重ねてまいりました。
　その結果、アルコール消毒の助成も２名と少数の要望であり、今回はプレミアム付き商品券事業を行い、商工事業者のみならず多くの町民の方にも喜ばれる事業とすべく、今回の予算編成とさせていただきました。
　ワクチン接種は、ほかに遅れることなく進んでおりますが、まだまだ景気の回復は先行き不透明な状況でございます。今後の事業者支援につきまして、議員の皆様方や事業者の貴重な御意見を参考に、商工会と連携しながら引き続き検討を重ねてまいりたいと考えております。
　以上であります。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  政治のスローガンというんですかね。そういったこととしてよく言われる言葉に、「誰ひとり取り残さない」というのがあります。政治を執り行う際の方針、具体策、そして、実践の基本的な姿勢をあらわしていると思います。小さな声、あるいは声なき声に耳を傾けることが大切です。
　感染予防費用へのことで言えば、県が制度化していることからも、その必要性は明らかです。その制度を利用できない業者への支援は当然です。また、全国で見れば、将来も見通せず、倒産、閉店を余儀なくされている業者も多く、そこで働く労働者の生活にも広く影響を与えるものです。
　今後、ぜひ支援に取り入れていただけるように検討していただきたいと思いますけれども、いかがでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  軍神地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  町のほうも少数の方も大変貴重な御意見、救うべくものとして町のほうも支援をしたいという十分認識をしております。
　そこで、先ほども申したとおり、議員の皆様方と、また商工会としっかり検討を重ねて、本当に必要なタイミングで必要な方に支援をしていきたいと思っております。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  では、２番目の生理の貧困対策について質問をしたいと思います。
　まず１点目、小中学校及び町内公共施設の女子トイレに生理用品を設置することについてお尋ねいたします。
　貧しさゆえに生理用品を購入することができない、いわゆる「生理の貧困」は、欧米においては数年前から問題とされ、市民運動となり、今も努力がなされ、昨年１１月、スコットランド議会は、必要な全ての人に生理用品を無償提供する法案が可決・成立しております。
　日本では、このコロナ禍の中で、仕事やアルバイトを失った女性たちが貧困に陥る中で、この問題が明らかとなり、全国で今大きなうねりとなりつつあります。
　既に、福岡県もそうですが、幾つもの自治体が、防災備蓄用の生理用品を入れ替えるときに無償配布をすることを表明していますし、先日の報道では、全国２５０の自治体で、今、学校の女子トイレに設置することを決めたり、あるいは検討しているとのことが報道されました。
　また、政府は、困窮する女性支援のための交付金の使い道に生理用品の無償配布を決めております。本町でもこの問題、前向きにぜひ取り組んでいただきたいと思います。
　質問ですが、小中学校、公共施設の女子トイレに生理用品を設置することについてはいかがでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  教務課長。
○教務課長（小原　弘光君）  御質問にお答えいたします。
　ここ最近、経済的な理由などにより、生理用品を購入できない女性が、コロナ禍において増えているとのメディア報道を聞くようになりましたが、本町の小学校、中学校の現状について御説明いたします。
　小学校、中学校では、急に生理用品が必要となった児童生徒に無料配布を行うことができるように、以前から保健室に生理用品を常備していますが、報道で指摘されているような経済的な理由などにより、特定の児童生徒に頻繁に配布した事例はございません。このようなことから、現時点では、女子トイレへの設置は必要ないと考えています。
　しかしながら、生理であることを養護教諭に告げることが恥ずかしいと感じ、保健室に受け取りに行くことをためらう児童生徒がいるかもしれませんので、生理に対する正しい認識ができるように、丁寧な指導を行っていきたいと考えています。
　次に、町内公共施設女子トイレへの常備について御説明いたします。
　現在、町内全ての公共施設女子トイレに生理用品は常備しておりません。確かに、生理用品を持ち忘れで困っている方への支援として考えられますが、根本的な原因である経済的な困窮状態を解決するために必要な相談業務につなげることができない上に、必要としない方が生理用品を持ち帰ることも考えられますので、生理の貧困を包括的に解決できる取組につきましては、関係課において協議を進めていきたいと考えています。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  今の答弁の中で評価できることとしては、指導──指導が必要だと思います。性教育がきちんとなされることは必要だと思います。
　そして、それは、それをしてからではなくて、それを実践しつつ、今どうするかということが大切ではないかというふうに私は思います。
　今、答弁の中で、そういう実例がないとかいう御答弁があったと思うんですけど、今までの社会的風潮の中で、この生理の問題は、大人も子供も言い出しにくいのだということをまず念頭に置く必要があります。その観点に立てば、今そういう実例がないとかというものをこれからの実践の判断の基準にするのは、非常に不十分だということを指摘したいと思います。
　幾つか上がったんですけれども、まず、例えば、大学生の声なんですけど、例えば、生理用品が保健室にあるということを知っているわけで、でもそこに行くとき、行くまでに、その授業に遅れてしまったりとか、それから、先ほど執行部のほうからも言われましたけれども、やっぱりそれを取りにというか、言い出しにくい、行くことが恥ずかしいとかいうような思いが、まだまだたくさんあります。
　そういう中で、そういった子供たちに、生徒たちに、配慮することはとても大事なことだと思うわけですね。それが１点ですね。
　それから、もう一つは、公共トイレの女子トイレの問題で言えば、持ち帰るということは、よくコンビニなんかでも、「トイレットペーパーを持ち帰らないでください」という張り紙を見かけるんですけれども、これはモラルの問題で、これもやはり教育の問題ではないかなと思います。
　そして、相談授業につなげられないというのは、これはまたちょっとおかしな観点ではないかなと思います。それを頂きたいと来られたときに、そこで使うから必要がないということですね。分かりました。そこは分かりました。
　しかし、だからといって相談につなげられないということは、直接的にはないかというふうに思います。むしろ、そこで助けられることのほうが重要ではないかと思います。
　そして、トイレにトイレットペーパーがあるのと同じなんですね、女性にとっては。トイレに生理用品があるのは、全く当たり前のこと、そういう観点が今から必要になってくるんじゃないかと思います。
　政府も、これ４月なんですけど、各都道府県などへの通達された事務連絡の中に、こういう文章があります。「生理用品を必要としていることを言い出しにくい児童生徒にも配慮する必要がある」ということが、まず言われております。
　そして、保健室に置いているということなんですけれども、保健室などの手に取りやすい場所に設置する。
　そして、もう一つ、今度新しく言われているのが、提供場所を保健室のほかに設けたりするなど、必要とする児童生徒が安心して入手できるよう提供の方法や配置場所等の工夫などを御検討いただきたいというふうに生徒も言っています。
　このことですね。私が今言った、こういったことと、そして、トイレットペーパーのように生理用品があるのは当たり前だという、この２つの観点から、先ほどの最初の質問、もう一度答弁をお願いします。
○議長（是石　利彦君）  小原教務課長。
○教務課長（小原　弘光君）  まず、児童生徒に対する配慮ということで御説明をさせていただきます。
　現時点では、保健室への常備で問題がないと認識していることから、女子トイレへの常備について検討を行う予定はありませんが、議員がおっしゃられましたような世の中の流れ、この問題に関する社会全体の動向や福岡県教育委員会の指針などをしっかりと注視してまいりたいと考えております。
　次に、公共施設への生理用品の常備についてであります。
　これにつきましては、今、児童生徒に対する考え方と同じように、この問題に関する社会全体の動向などを注視しながら、先ほど答弁で述べさせていただきましたように、生理の貧困を包括的に解決できる、そのような取組について関係課と協議を進めてみたいとは考えております。
　以上であります。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  よろしくお願いします。
　２番目は、必要な女性に無償配布することについてお尋ねいたします。
　経済的に困難などの理由で生理用品を十分入手できない女性を支援することは、母性保護、ひいては子育て支援ということからも重要です。この点で大切なことは、先ほどから何度も言っていますが、これまでの社会的貧困のために、なかなか自分からは言い出せない側面があることです。しかし、一歩踏み込んで聞いてみれば、困っている人の声が聞こえる場合が多いと思われます。
　先日、４０代後半の女性ですが、娘さんがいらっしゃるんですけれども、私一人だけならまだしも娘と重なる……、非課税世帯なんですね、非課税世帯の方で、一人だけならまだしも娘と重なると負担が大きいと。支援があれば非常にありがたい。とてもよいことだと思うと語っておられました。
　もう一つ町民の声を紹介したいと思います。
　６０代後半の女性です。朝日新聞に掲載された、この生理の貧困問題についてのコラムがあったんですね。このコピーを持って来られて、同じ女性としてたまらないと。ぜひ、議会で取り上げてほしいと言われました。
　全員とは言いません。困っている方に無償配布をすることの必要性については、どのようにお考えでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えします。
　コロナ禍が長引く中、経済的な理由で女性が生理用品を購入できない状況が全国的に増えてきているということは承知しております。内閣府が発表している５月１９日時点の生理の貧困に関する取組の調査では、２５５の自治体が用品の配布を実施している、または検討しているとし、福岡県内の自治体でも北九州市をはじめ５市が、その取組を行っていると回答しております。
　現在のところ、この件に関して町民の方からの問い合わせ等はありませんが、女性が生理用品を購入できないと声を上げることがなかなかできず、一人で悩んでいる方もいらっしゃると思いますので、本町としましても、この状況を踏まえ、関係課と協議をして、必要な方に対して防災備蓄品として備えている生理用品を配布することが可能か検討したいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  ３番目の防災備蓄品としての生理用品の活用と併せた形での答弁だったと思います。ぜひ検討していただきたいと思います。
　それで、一つ紹介しておきたいんですけれども、秋田県の大仙市というんですかね、一つ市があるんですけど、ここは無償配布を決めております。ここは、市内４か所のそれらしき、ここで言えばあいあいセンターとか、そういったものだと思うんですけど、そこ。そして、小中学校に関しては、養護教諭が窓口となって、この取組を進めております。そこに行けばいいということですね。
　そして、一度登録がなされると、何かこういったカードがあって、そのカードを見せるだけで次のを頂けるというようなやり方があるそうです。
　実施するとなれば、様々な方法が考えられるかと思います。その点、ぜひよろしくお願いいたします。
　では、３番目のことなんですけれども、防災備蓄品としての生理用品なんですけど、これはどのくらい吉富町では用意されていて、入れ替え時期が到来した場合、今、今後は活用したいという答弁があったと思いますが、今まではどんなふうにしてあったんでしょうか。配布でしょうか。
○議長（是石　利彦君）  未来まちづくり課長。
○統括課長兼未来まちづくり課長（守口　英伸君）  お答えいたします。
　生理用品の防災備蓄は、現在１,８６０個備えております。この備蓄分は、平成２４年度に購入したもので、使用期限は設定されておりませんが、未開封の場合、５年を目安とされているようです。本町で備蓄しているものは、９年を経過していますが、女性職員が現物を確認したところ、衛生的に保管されておりますので、使用に何ら問題はないとの返答でありました。

　コロナ禍において、この備蓄分を購入できない方に配布することも可能と考えておりますが、これから出水期を迎え、いざというときに生理用品の備蓄がないのは困りますので、配布するとしても新たな備蓄をした後になると思っております。
　なお、新たな備蓄は、災害備蓄の予算がございますので、すぐにでも購入することは可能であるというふうには考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  大変前向きな答弁で、とてもよかったなと思います。
　では、次の３番目に入ります。災害対策についてです。
　幸子古区にあります急傾斜地の現状と対策についてお尋ねいたします。
　幸子古区の急傾斜地は、土砂災害特別警戒区域に指定されている危険な場所で、斜面の改修については、地元からの要望も出されています。
　これまで所有者がはっきりしないということで推移していましたが、昨年、財務省ということが分かりました。しかし、所有者は分かったものの管理責任はどこにあるかということについては、これまで調査中との答弁を頂いております。調査の結果についての報告をまず求めたいと思います。
○議長（是石　利彦君）  建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  お答えをいたします。
　私のほうで前課長のほうから引き継ぎの資料を確認したことを御説明させていただきます。
　先ほど岸本議員がおっしゃった財務省の所管ではなかろうかということです。そちらにつきましては、資料を取りましたところ、昨年度から１６回ぐらい町とどうもやり取りをしているようでございます。
　その中で最終的な、正式な結論ということではないようですが、昔、そこは、山国川の河川敷ではあったんでなかろうかということの観点から、それなりの規模もあることから、財務省のほうが所管になるのではないかということで、今中間報告を頂いているところでございます。
　ただ、この所管と申しましても、そこを例えば工事をするという具体的な管理、要は工事をするという管理という意味ではなく、そこの境界だとか、そこはじゃ誰が管轄となるのかというところの意味での所管ということで財務省が今想定をされている状況でございます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  そうすると、そこの安全対策とか、何か工事をするとか、そういったことはどこが責任を持つんでしょうか。仮に、その吉富町がその責任があるという可能性もあるということでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  和才建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  この件の御質問につきましては、平成２７年の６月、２８年の３月、平成３０年の１２月、令和２年の６月議会、岸本議員よりは過去、近年４回ほど御質問を頂いております。繰り返しの部分もあろうかと思いますが、御回答させていただきます。
　まず、当該地については、人工的な崖地ではなく、人が住む、ずっと以前よりの自然に形成をされた崖地と考えられており、民地が立ち並ぶ箇所については、先ほども言いましたように、所有者不明の部分、それと、実際に所有者のいる私有地となっている崖地、この２種類がございます。
　今、当地につきましては、県により土砂災害防止法に基づいて土砂災害警戒区域と土砂災害特別警戒区域に指定をされているようになっております。その警戒区域については、国や県の実際に工事をするハード事業のメニューはなく、現時点では防災パンフレットや広報、ホームページ等によって危険箇所を周知し、台風や大雨の予報や避難勧告等の情報提供により早目の避難ができるように日頃から備えをしていただくなどの対策を行っている地域となっておるところでございます。
　ですので、先ほど質問でありましたように、どこがその工事をするのかということになりますと、県のほうでその事業メニューを採択メニューに沿って、その採択が行われれば、県により急傾斜地として工事を行っていくものと考えられますが、現段階では、その工事を行うまでの採択要件に至っていないという状況だと思います。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  土砂災害特別警戒区域というのは、土砂災害が発生した場合には、建築物に損壊が生じ、住民の命・身体に著しい被害が生ずるおそれのある区域とされています。
　２０１８年の西日本豪雨災害で広島市の安佐北区というところで大きな犠牲者が出ました。ここは、日頃から土砂災害危険箇所とされていたのに、計画的な防災対策がなかったということが後で指摘されております。
　このところの、その雨量というのは、もう想定外というか、今年もそうなんですけれども、どうなるか分からないような気象状況が考えられます。
　今の答弁のやり方ですと、とにかく避難しなさいよということを言うしかできないということなんですけど、やっぱこれでは今のその変化、気象条件とか自然の変化に沿っていないと思うんですね。
　それで、町としては、では、今のところこのままこの地域、そして、地域の人々に対して、そういうことだけでいいと思っていらっしゃるんでしょうか。それとも、私は今、答弁聞きながら思ったんですけど、これだけいろんなことが変わっている中で、県のほうも変えるべきだと思うんですね、補助対象にするべきだと思います。その辺で、働きかけていくとか、そういう努力を、いろんな努力があると思います。そんなものをみんなで考えて、この問題解決するために努力していただきたいと思うんですが、その意思はもちろんあると思うんですけど確認と、あと何らかの対策を、この問題に対して今考えておられること、あるいは取り組んでおられることがありましたら報告をお願いしたいと思います。
○議長（是石　利彦君）  建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  当時の状況につきましては、崖地の隣接の皆様につきましては、住宅建築当時から十分に現況の把握もされており、防災面では日頃から特段、特に御利用いただいているところとは考えております。
　ただ、崖地の対応として、国、県のハード事業の対策となる急傾斜地崩壊対策事業として採択されるには、その要件を崖地の斜面角度が３０度以上、かつ高さが１０メートル以上、崖下に１０戸以上の集落があることが条件にされております。
　現在、当地は、崖下には民家はございません。崖の上、これは吉富町の幸子団地の南側から上毛町の垂水地区にわたりまして３００メーターほどこの崖地がございますが、吉富町はそのうち約１８０メーターほどが該当しております。その間に、ぽつんぽつんと一軒一軒、そして、３軒ほどがまとまって合計５軒の民家が崖地に隣接をしているという状況でございます。
　ただ、先ほども言いましたように、現状では、この要件を満たすのは難しいということでございます。ただ、町といたしましても、今後も土砂警戒区域として指定をされておりますので、十分に日頃からその状況の確認をするとともに、国とか県の補助メニュー等の創設についての動向には注意をしてまいりたいと思っております。
　また、そうは言いましても、実際にお住まいになられている方にとりましては、分かっていたこととはいえ、日々大変心配なことだと考えております。これまでの採択要件等々の単に決まり事にとらわれず、解決に向けて鋭意努力をしてまいりたいとも思っておるところでございます。
　それと、付け加えになりますが、現在、その崖地につきましては、従前よりも樹木がしっかりと根づいております。だから、いたずらに樹木を切って根を傷めるということではなくて、今の樹木と共生をしながら崖地を守っていく、それに注視していくことに注意をしていきたいなと、町としてはそういう対策をとっていきたいなと考えているところでございます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  補助メニューに注意するだけではなくて、補助メニューを創設していただけるように、ぜひ働きかけていただきたいと思います。
　では、次の最後になります。難聴者対策についです。
　まず、補聴器購入費への補助について、お尋ねします。これも一度この一般質問で取り上げたことがあります。
　高齢者は、７０歳代の男性で２３.７％、女性で１０.６％、８０歳代になると、男性で３６.５％、女性で２８.８％の人が難聴者になると言われています。いわゆる加齢性難聴です。

　これを放っておくと、家族や友人との会話が減り、外出の機会も減り、コミュニケーション障害、さらには、認知機能の低下が見られるようになります。つまり加齢性難聴が、鬱病、認知症の危険分子になると指摘されているわけです。このような中で、聴力低下が見られる方へ早期からの補聴器使用の重要性については、執行部としてどのようにお考えでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  福祉保険課長。
○福祉保険課長（岩井　保子君）  まず現在、町が行っております補助制度の状況から御説明を申し上げます。
　吉富町における補聴器購入費への補助につきましては、身体障害者手帳をお持ちの方へ、障害者総合支援法に基づく補装具費の支給制度と身体障害者手帳をお持ちでない軽度・中等度難聴児を対象とした補助制度がございます。
　それ以外の高齢に伴う加齢性難聴などで身体障害者手帳の取得に足らない軽度・中等度の難聴者に対しましては補助制度はございません。
　現在、聴覚障害が原因で、身体障害者手帳を所持されている方は１８名おられ、そのうち１１名が制度を活用し補聴器を購入されており、また、１１名のうち８名は６５歳を過ぎてから身体障害者手帳を取得しております。
　窓口での相談で、難聴でお悩みの方につきましては、まずは身体障害者手帳の取得について御案内しており、実際、手帳の取得につながり補聴器を購入されたケースもございます。
　町といたしましては、聴覚障害に限らず、加齢による身体機能の低下で、様々なお悩みをお持ちの皆様が、生活の質を落とさず、心身とも健やかにお過ごしいただけるよう介護予防にまずは重点を置いた施策を保健部局や包括支援センターと連携しながら展開してまいりたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  今、現状の取組はよく分かりました。
　私が今お聞きしたのは、こういう聴力低下が見られる方に早期に補聴器を使うことの重要性について、どのようにお考えかということが一つですね。
　あと二、三回しか言えないので、日本補聴器工業会というのがあって、そこの調査によりますと、日本の補聴器使用率は１３.５％で、難聴者率に大差はないものの欧米諸国に比較し、かなり低いものとなっているそうです。

　購入の際に、その公的支援があるかないか。それが、その差につながっているのではないかと思われます。
　先ほど言われましたように、その障害者に認定された方には、補助が出されます。しかし、障害者に認定されるには、その聞こえの度合いに一定のレベルがいるんですね。それ以下だと対象になりません。難聴者の９割が、その補助対象にならないのではないかという調査もあります。
　自費で購入するわけですね。そうすると、眼鏡と違って、補聴器ってとても高いですよね。ですから、それが、なかなか早期の段階で買えなくって、そして、それがだんだんと悪くなっていって、鬱や認知症にもなっていくということが懸念されているわけですね。
　それで、先ほど言いました、その早期の使用の重要性についてと、再度そういう特に所得の低い高齢者の皆さんに対する補助、どうなのかなと思うんですけど、いかがでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  岩井福祉保険課長。
○福祉保険課長（岩井　保子君）  お答えいたします。
　聴覚機能の低下により、家族や友人等とコミュニケーションをとりにくくなり、高齢者の積極的な社会参加に支障を来たし、結果として認知症が進んだり、鬱病につながったりする可能性があるということは、各方面からも指摘されておりますことから、現在、国においては、補聴器を用いた聴覚障害の補正による認知機能の低下予防の効果を検証する研究が進められているようでございます。
　町としましても、この高齢者の難聴問題につきましては、先ほど岸本議員がおっしゃられたように、社会生活に大きな影響を及ぼすということは認識しております。ですが、補聴器の補助につきましては、財源の問題もございますので、国の動向を注意して、国や県などの補助制度が確立し、財源が確保されるようになりましたら、しっかり対応してまいりたいと考えております。
　また、加齢による身体機能の低下のお悩みは、人それぞれでございますので、一部の身体機能の低下のみに対して町単独で補助金を支給するのであれば、もっと深く調査や検証が必要になってくると考えております。
　また、この問題につきましては、医療や福祉施策以外にも介護予防の観点から、使える財源がないかということは調査してまいりたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  今の答弁からは、早期の補聴器の使用の重要性は十分に認識しているというふうに承らせていただきます。
　なかなか補助しているところというのは、近辺では余りないですね。去年も言ったかと思うんですけど、田川市とか、福岡県内では粕屋町がたしかやっていたと思います。都会になりますと、東京あたりはかなりのところでやっているんですよね。
　今回、これ取り上げたのは、今、コロナ禍でマスクしているじゃないですか。そうすると、健常者でも、とても聞きづらいときってありますよね。そうすると、難聴の方は、本当に大変だろうなという思いがあります。今、一定前向きな答弁頂けたかと思いますので、ぜひ検討をよろしくお願いしたいと思います。
　最後になります。これヒアリングループの問題ですね。これももう何度も取り上げて、一度検討したいという答弁も頂いたんですけど、まだ実施に至っておりません。
　私が、今回特に言いたいのは、公的機関の窓口、置き型式のヒアリングループ、今パーティションがあって、マスクをしていて話をするときに、とても聞きづらいんじゃないかと思うんですね。
　それで、補聴器を、これは補聴器をしている方に対してしか通用しないものなんですけれども、補聴器をしていても雑音があったりとかして、なかなか聞きづらいというふうに聞きます。
　今、役場の窓口、いろんなところに眼鏡が置いてありますよね。ああいうのと同じように、その置き型式のヒアリングループがあれば、とてもいいのではないかなと思って、このことを取り上げました。
　そんなに高価ではないのではないかと思います、吉富町の財政にとって。ぜひこれ公的窓口に設置していただきたいと思うんですけれども、いかがでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  総務財政課長。
○総務財政課長（奥本　仁志君）  庁舎その他の公共施設、ヒアリングループを設置してはどうかという御指摘でございます。
　議員御指摘のとおり、難聴につきましては、補聴器を使用すれば解決できるというふうに思われがちなんですけれども、補聴器は全ての音を拾ってしまうというようなこともありまして、本当に聞きたい音をうまく聞き取ることができず、聞こえをよくすることが難しい場合があるということは承知をしております。
　ヒアリングループにつきましては、こうした問題を解決するため、マイク音を磁気信号に換え、そのまま補聴器に届けるというもので、周りの雑音がほとんど聞こえずに、必要な音だけを正確に聞き取ることができる装置というふうに認識をしております。
　以前にも岸本議員から御質問を頂いたこともありまして、導入についての検討を行っておりましたけれども、役場の庁舎につきましては、実際に困っている方が多くいらっしゃるという状況にありましたら導入も考えられるとは思いますけれども、現時点では、役場の庁舎内で補聴器を利用しても雑音でうまく聞き取れないというようなお声を住民の方から頂いたことはないというような状況でございます。
　また、庁舎の増改築をされまして、窓口のレイアウトも変わって広くなったというようなこともありまして、周囲の雑音も以前に比べれば軽減されてきているのではないかというふうに考えております。
　役場庁舎、その他の公共施設へのヒアリングループの設置につきましては、こうした現状を踏まえまして、検討はしたものの現時点では予定はしておりませんけれども、実際に困っている方が多くいるという状況が、今後確認されるようであれば、必要性について引き続き検討してまいりたいというふうに考えております。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  この問題についても、一番最初の新型コロナ感染症対策と同じだと思うんですね。小さな声、そして、声なき声を拾い上げる。これが政治を執り行う者の大切な姿勢ではないかと思います。
　この問題についても、ぜひ御検討していただきたいということを申し上げまして、今回の質問を終わります。
………………………………………………………………………………
○議長（是石　利彦君）  暫時休憩いたします。再開は１１時１０分といたします。
午前11時02分休憩

………………………………………………………………………………
午前11時10分再開

○議長（是石　利彦君）  休憩前に、再開いたします。
　梅津議員。
○議員（７番　梅津　義信君）  議席番号７番、梅津です。通告に従い、ただいまより一般質問を行います。
　１番目の交通弱者支援のところで、質問を行います。
　本年度、本町にオンデマンドタクシー、愛称名こまわり君が誕生しました。この事業を多くの町民の皆様、とりわけ免許証自主返納の決断ができないが、なるべくマイカーを使いたいと思われている方々は、喜びを持って迎えられたようです。そして、その喜びの中で、町外にもという要望がさらなる期待としてあるようです。
　そこで質問に入ります。多くの町民の皆様より、豊前市、中津市の病院、介護施設等へ通う際に利用したいという御意見を頂いています。町にも同様の御意見は届いているでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  石丸住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　御質問で、多くの住民の皆さんからの御意見ということですが、申し訳ございません、現在のところ町のほうにはそのような御意見は頂いておりません。これまで吉富町協議会、吉富支え合い隊や地区の集会でも説明会を行ってまいりましたが、そこでもそのような御意見は伺っておりません。
　御質問を頂きましたので、住民の方々がお集まりになる機会を見つけて、調べさせていただこうと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  梅津議員。
○議員（７番　梅津　義信君）  行政当局の担当課の課長様より私、町会議員梅津に届いている情報が入っていないということは、私の議員活動がいかに底辺に根づいているのかと、改めて自信を持って承ったところでございます。
　今後、あらゆる諸種の会議等を通じて、お話を聞いていただけるとのことでございましたので、そのことを今後見守っていきたいと思いますが、なかなかそのような声が出やすい雰囲気というのを、私のこのキャラで話しやすいから言ってくるという方もおらっしゃると思うので、なるべくそういう弱者の皆さんの決断、免許証を返したいけど、自主返納支援を受けて返したいんだけれども、返すまでの決断がまだないと。だけど、車は眠ったままで、よほどのことがないと私乗ってないんですよという御意見を私は頂いた。もう最近の御意見で、今後の行政当局の意見聴取に期待するところです。
　それを聞いてからでないと２番目に進めないのかも分かりませんが、もし、運用を拡大することについての課題はありますかというのは、こまわり君の審議をしているときに、同僚議員が、これ、例えば町外に行くことについて何か法令的に問題があるかという質問をしたときに、私の記憶では、いや、特に問題はございませんというふうに聞いた覚えがあります。そこで、運用拡大することについての課題は何か、ニーズと別に症例的にあるでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　運行エリアの拡大・再設定のための課題は２つございます。
　１つ目は、そのルートが公共交通として運行すべきものかどうかということでございます。移動事業が見込めるもの、かつ現行の公共交通機関やバス、タクシーの事業者との調整も必要となりますので、それらの公共交通機関の利用ではなく、本町が公共交通として運行すべきものであるかなどをまずは町が検討し、次に、地域住民代表及び県バス協会、北九州タクシー協会京築地区会、福岡運輸支局や自動車交通労働組合などで組織する本町の地域公共交通会議で検討を重ねる必要がございます。
　２つ目は、財政面の問題でございます。お困りの町民の皆様に喜ばれる事業に新たに取り組んでいきたいとは思っておりますが、町営団地建設や新館庁舎の増築、道路整備、小学校のトイレや外壁の改修事業等々の起債の償還が始まり、義務的な経費の支出が増大してきておりますため、なかなか新たな取組に予算を振り向けにくい状況となってしまっているところでございます。
　現状では、豊前市、中津市の病院とか介護施設に、タクシーではなく公共交通で通うには、御自宅から町内巡回バスかデマンド型乗り合いタクシーで、吉富駅や吉富町役場等の停留所に行き、そこからコミュニティバス豊前・中津線に乗って目的地に向かっていただく。コミュニティバスの沿線上に目的地がない場合には、他の自治体の公共交通も、医療機関や介護施設を考慮した停留所が設置されているものと認識しておりますので、豊前市か中津市の市バスに乗り継いで目的地に向かっていただくことになろうかと思いますが、デマンド型乗り合いタクシーの運行により、全ての皆さんの利便性の向上に少しでもつなげることができるよう努力・改善もしてまいりたいと思っております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  梅津議員。
○議員（７番　梅津　義信君）  担当課長の御説明により、種々のたくさんの課題があるということは十分理解しております。しかし、これからの高齢社会、今はどうにもならない課題でも、例えば市民病院バスでも、一時は吉富駅から中津駅まで電車に乗って行って、またそこで大分交通で行ったらどうかという強力な御意見の時代もございましたが、今、直通で行けるようになりましたので、時代の変遷とともに、今はとても無理ですということも、将来的には梅津が言っていたことも、非常な過大要求であったのもなくなる時代も来ると思う。分からないことも申し上げながら、質問のところの、もう２番目で答えは出ているんですけども、重複しても構わないので、運用について提案します。お考えをお聞かせください。
○議長（是石　利彦君）  石丸住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　現時点では、町外への運行の拡大は考えておりません。そもそもデマンド型乗り合いタクシー事業は、自宅から循環バスのバス停が遠い等の理由から、循環バスが利用できず、通院や買い物に支障のある方など、交通弱者の支援と日・祝日も巡回バスを利用したいという御意見・御要望の補完が目的で運行を開始したものでございます。開始から２か月しかたっておらず、現在の利用登録者数４９名、利用者数は４月が１１名、５月が１４名と、まだまだ皆様に活用されているとは言えない状況でございます。まずはデマンド型乗り合いタクシーの導入目的であります町内移動に関しての交通弱者の支援について、登録者数の増加のための周知活動を行ってまいりたいと思っております。
　現在、コロナ禍ということもあり、地区ごとの集会も開催しがたい状況にありますが、機会を見つけて事業の説明を行い、多くの方に制度を知っていただき、便利に利用していただきたいと考えております。
　しかしながら、デマンド交通は、導入したら終わりではありません。運行方法、運行ダイヤ、発着地の自由度の組合わせにより、地域の実情に応じたきめ細かい運行形態の設定が可能であるという特徴がありますので、順次見直しながら本町の実態に合った使い勝手のよい仕組みに育てていきたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  梅津議員。
○議員（７番　梅津　義信君）  確かにそのとおりです。町内デマンド交通、さらなる定着、期待しております。
　続きまして、次の質問に移ります。安心安全のまちづくりというところで、山国大橋の上を照らす照明の消灯について上げております。
　御存じのとおり、山国大橋というのは、大分県と福岡県が交互に管理をしている橋で、令和２年度で大分県の管理年度が終わって、今年度から福岡県、管轄事務所としては豊前土木事務所であるわけですが、令和２年度中に起こった事業なので、この件について大分県土木事務所が責任を持ってやるというふうなお話を聞いています。
　管理者が県なので、私としては町にぶつけるよりも一町民、一町民というか、町の皆様の声として、梅津、ちょっとおまえ、橋の電気が切れとるが、どうなっとるんか、おまえ。あれ、町に何か言えって、町に言う問題じゃない、県土木だからということで、私としては２月の１０日、３月の２２日、５月の１０日と３回にわたり県土木に電話をいたしまして、担当者とお話をし、初めは電線の劣化が疑われるといって言っていたんですけど、３月の時点では地中を掘り返すのには、葬儀屋さんのところに供給ボックスがあって、下を配線が通っているらしい。それを掘り起こすことには非常なお金がかかるので、それよりも信号機の上を通したほうがお金がかからないので、そっちでやりたいと。しかし、それは県警、大分県警察のほうにお伺いをしなければいけないので、それに時間が要するということでした。
　５月の１０日の時点で、再度、これ全然見えないんですけど、どうですかと聞くと、いや、警察に許可を得ることになると、大分県まで行かないといけないので、それよりももう下を掘り起こしたほうが早いと思うので、そういうふうにしましたという御回答を頂いて、あとは業者選定で予算もちゃんと取っていますので、あとは業者が見つかったらすぐ入ります。ただ、一からやり直すぐらいの大きな仕事になるので時間はかかりますという御返答だったので、私としては、もうかなり長いので現況を、やっぱり町民はもとより、通る方々に分かってもらうためには看板か何かしたらどうですかということでお願いしたところ、ああ、そうですか、分かりました、看板を設置しましょうということで、設置いただいていたんですけど、その後はどういうわけか看板が撤去されて、あんまり私が言っていてもということで、そういう状態です。
　この橋の非常なあれが、吉富町の住民が一番やっぱりあの橋を利用するんじゃないかと思います。県境に架かる橋というところで、やっぱり中津と吉富町の県境の橋だと、架かる橋ということで、関心があまり中津市民のほうにはそうまでないようにも思います。私に頂いた多くの意見の中には、やっぱり通学生が危ないと……。
○議長（是石　利彦君）  議員にお願いします。質問に入ってください。
○議員（７番　梅津　義信君）  というわけです。今、議長からの指導がありましたので、語り明かせば尽きないんですけれども、通告に従って質問を行います。
　山国大橋の上を照らす照明の消灯について、１番、本年２月初めより電気設備の故障により、消灯していることを御存じですか。
○議長（是石　利彦君）  建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  丁寧な御質問によりまして、私の答えることは少しなくなってしまっておりますが、今、消灯している時期についてですが、２月の２週目頃より消灯していると認識しておったところでございます。その時点にて、先ほど説明のありました、担当として福岡県京築県土整備事務所道路維持係の担当者へ電灯が切れている旨の連絡をいたし、工事担当者が、現在、中津土木事務所なので連絡を入れますとの回答を頂いたところでございます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  梅津議員。
○議員（７番　梅津　義信君）  では、２番目です。町民の皆様より、中津市への通学生、ジョギング者、車の通行時危険、またはコロナ禍で暗い今の時勢をより暗くしているとの御意見を私のほうは頂いています。町にもそのような御意見は届いているでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  和才建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  梅津議員よりは、未来まちづくり課当時より、私のほうに数回にわたり町民の声を受けてということで、御指摘や進捗状況のお話は承っております。
　今回、一般質問を頂き、改めて庁内、庁舎の全部署へ調査を行いましたが、住民の方から直接町へ御意見を頂いたということは確認はできませんでした。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  梅津議員。
○議員（７番　梅津　義信君）  交通弱者支援のときにも使った言葉なんですけども、今の頂いていないという言葉を、あえて私の歩く議員活動の成果だと自負するところです。
　それで、３番目のところの質問、最後の質問に移ります。
　私は、このことがあまり、一部で関心があるけれども、私に言ってきた人以外には知らない人も多い。当時から危ないなというような感じであるようなので、私は私なりの手段を使って、例えばＳＮＳを使って、担当課には、これは間違いないですね、私ＳＮＳ使っているので、お知らせしたいんで、それ確認して載せてきたわけなんですけど、それでも限界があるので、某新聞社の豊前支局の方に取材をお願いして、現況をお知らせして注意喚起してくれないかというのをお願いしたところが、取材してみますと言って、どう勘違いしたのか、あれは記事になりませんね、予算計上されていないとか、何か落ち度があれば記事になるんですけど、立派に向こうは仕事をされているので、そのことについてどうも私どもが記事にする気はありませんと言われたので、それはおかしいんじゃないか。私としては注意喚起の意味で、今、鋭意頑張っていられるということは私も理解しているので、担当土木事務所も頑張られている。こういう困難があって、住民、通行者には御迷惑をかける、とにかく頑張っているんですよという現状を知らせることは、新聞社の一つの使命でじゃないかというふうに言いたかったんですけども、それで議論しても始まらないので、もうぐっと抑えたんですけど、そこで、質問に行きます。
　ならば、防災無線、回覧板、ホームページ等で、利用して、町民の皆様へ御注意されるようお伝えはしていただけないでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  この件につきましては、町のほうもじっと見守っていたわけではございません。町としての動きをいたしておるところでございます。
　この件につきまして、中津の土木事務所等とも町もやり取りをさせていただいております。その中で、梅津議員が議員活動として、先ほど３回と申されたようですが、町は４回ほど梅津議員と中津土木事務所のほうが、直接のやり取りをしていただいているということでお伺いをしているところでございます。
　当然、今、るる説明をいただきまして、消灯期間が長い事情につきましては、十分御承知をされているところですので、割愛をさせていただきます。
　町といたしましても、花畑町長より直接中津土木事務所長へ連絡を取らせていただいておりまして、所長のほうからは、「簡易な修繕工事では復旧が見込めず、橋梁の路面を掘削しての大規模な工事が必要、そのため一日も早い復旧を目指し、各種準備や調整を急ピッチで進めており、住民の皆様に御迷惑をおかけしますが、もうしばらくお待ちいただきたい」との回答を頂き、町としても、「十分御検討の上、一日も早い完成を願います」とお返事をしたところでございます。
　併せて、歩行者の安全確保のため、工事完了までに仮設電灯の設置についてもお願いをし、早急な対応についての快諾を頂き、現在、準備を進めていただいていることとなっております。
　このような経緯を踏まえまして、町民の皆様には、防災無線では一過性となりますので、ホームページ等にて工事の予定期間等々も踏まえまして、お知らせを検討いたしたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  梅津議員。
○議員（７番　梅津　義信君）  行政当局の御尽力に感謝するところです。期待しています。
　以上で質問を終わります。
………………………………………………………………………………
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  ３番、中家です。それでは、一般質問を行いたいと思います。
　今回は、２つの大きなテーマ、１つは環境問題における地球温暖化対策、脱炭素社会の実現への取組みについて、２、遊休町有地の現状について質問したいと思います。
　まず、環境問題における地球温暖化対策、脱炭素社会の実現への取組についてです。
　先日、４月２２日に、バイデンアメリカ大統領主催の気候変動サミットがオンラインで開催されました。日本政府はそれに伴い、地球温暖化政策推進本部会議にて、二酸化炭素などの温室効果ガス排出量を従来までの２０３０年度までに、２０１３年度比２６％削減という目標から大幅に引き上げて、２０１３年度比４６％の削減をすることを決定し、気候変動サミットで４６％削減を目指すと国際社会に向けて正式に表明いたしました。
　また、菅総理は、昨年１０月に温室効果ガスの排出量を２０５０年までに実質ゼロにする２０５０年カーボンニュートラル宣言を行い、その中間地点である２０３０年の目標を大幅に引き上げるという形になりました。
　背景には、地球温暖化対策に後ろ向きで、パリ協定からも離脱したトランプ前アメリカ大統領から１８０度転換した現バイデンアメリカ大統領からの強い日本政府への働きかけがあったと思われますが、ただ、この地球温暖化防止のための脱炭素社会への取組は、日本だけでなく先進国、後進国を含め、もはや世界的、地球規模の問題として捉えるべきときが既に到来していると考えています。
　非常に大きなテーマではありますが、今、私一個人として何をすべきか、また、一企業人として何をすべきか、また、一議員として何ができるのか、また、吉富町の執行部と協力して何をすべきかを再度考えるときだと思い、今回の一般質問に取り上げた次第でございます。
　それでは、質問に移りたいと思います。
　１番、既に決まっております第三次吉富町地球温暖化対策実行計画についてお尋ねしたいと思います。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　御質問の第三次吉富町地球温暖化対策実行計画は、地球温暖化対策の推進に関する法律第２１条第１項に基づき、町の事務及び事業に関し、温室効果ガスの排出の削減並びに吸収作用の保全及び強化のための措置に関する地方公共団体実行計画として、平成３１年４月、計画期間を平成３１年度から令和５年度の５年間として策定したものでございます。
　先ほど議員がおっしゃられたように、国の地球温暖化対策計画では、２０３０年度までに、２０１３年度比２６％の温室効果ガスの排出削減が目標とされていましたが、本年４月、その目標が４６％の削減とされたところです。
　このような中、令和元年度の本町の事務事業に関する温室効果ガス、とりわけ二酸化炭素の排出量は７１万８,２１５キログラムＣＯ２、令和２年度では６３万５,９７３キログラムＣＯ２となりました。

　国の計画で基準となる２０１３年度の本町の排出量、７４万４,７３５キログラムＣＯ２との比較では、令和元年度で３.５％、令和２年度で１４.６％の削減という結果となりました。

　令和２年度は、新型コロナウイルスの感染予防対策として、吉富フォーユー会館や体育館等の利用が大きく減少したことから、前年度から１１.４ポイントの減少とはなっているものの、現状では国の削減目標を３１.４ポイント下回っているという状況でございます。

　以上です。
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  取組について、今、御説明いただきました。目標より下回っているということでございましたけど、何か理由があれば、もし示せるようでしたらお聞きしたいと思いますが、いかがですか。
○議長（是石　利彦君）  石丸住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　先ほどの数値が、国の基準と比較したものですので、改めて町の計画との、計画の目標についてここで述べさせていただいてもよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）
　本町が掲げました第三次実行計画では、令和５年度までに、平成２９年度比５％の削減を目標としております。平成２９年度の二酸化炭素の排出量７１万３,６９８キログラムＣＯ２に対して令和元年度は０.６％の増加、令和２年度が１０.８％の削減という結果となっております。令和２年度は、基準年度からの５％削減という目標は達成しております。国が設定しておりますこの目標の４６％の削減というところが、私たちの取組とは、現在のところではかけ離れたものとなっておりますので、町が定めたこの５％の削減というところをまずは目標に、着実に削減を進めていきたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  今言われたように、４６％下げるというのはどれほど大変なことだということが分かると思います。それでも、国がやるということでしたので、絶対やらなくちゃいけないとのことということで、今回、表明されていますんで、頑張って一緒にやっていきたいと思います。
　次に、②です。町が行っている具体的な取組についてお尋ねしたいと思います。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　具体的な二酸化炭素削減の取組としましては、再生可能エネルギー設備の導入として、平成２３年度に吉富フォーユー会館に太陽光発電設備を設置し、平成２６年度には役場庁舎に太陽光発電設備と蓄電池設備を設置いたしました。また、昨年度には、庁舎の照明をＬＥＤ照明に切り替えて、商用電力の使用量抑制を図っているところでございます。
　また、職員共通の取組といたしましては、紙の使用量の削減として、両面コピー、縮小コピーを徹底し、節電や節水を行うとともに、公用車は低燃費車を積極的に採用してエコドライブに努め、物品購入では、環境への負荷が少ない製品を選ぶ等の取組を行っております。
　この計画の推進のためには、職員一人一人が二酸化炭素排出量抑制のための行動を積み重ねていくことが何より重要でありますので、各課の取組内容を半期に１度自己評価して集計し、その結果を職員で共有して意識の向上を図り、目標達成に向かって努力しているところでございます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  今、いろいろ取組をお聞きしましたけど、今後、脱炭素社会においては太陽光発電が主な比率を占めるんじゃないかと思っています。今、町がやっている２３年のフォーユー会館、２６年の役場の発電、太陽光発電の蓄電の容量が分かれば聞きたいと思っています。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　平成２３年度に実施いたしました吉富町フォーユー会館の太陽光発電設備設置は、太陽電池モジュール１４４枚、３０キロワットで、工事費２,７８０万４,０００円、この財源は国庫金で、地域活性化きめ細かな臨時交付金を活用しております。

　平成２６年度に実施いたしました役場庁舎の太陽光発電設備と蓄電池設備の設置は、太陽電池モジュール４２枚、１０.５キロワットと蓄電池設備１６.８７キロワットアワーで、工事費２,５５５万４,０００円、その財源は県費の公共施設防災拠点等再生可能エネルギー導入推進費補助金という実績でございます。

　以上です。
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  ３０キロで２,７８０万、それと役場が１６.８７キロワットで２,０００万ちょっとと。規模は、比較的小さいなと思っています。これから、今からどんどん増やしていく計画もあろうかと思います。後ほどまたお聞きしたいと思っています。

　それでは、３番、町民の方々に対する働きかけについてお聞きしたいと思っております。
○議長（是石　利彦君）  石丸住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　二酸化炭素排出量を削減するための補助金として、太陽光発電設備及び太陽熱利用設備設置費補助金を交付しております。太陽光発電設備は、令和元年度に８件、２年度に３件の補助金を交付し、本年度は現時点で１０件分の予算に対し３件の交付申請を受け付けております。
　また、小学生には、夏休みの課題として、地球温暖化防止のポスター作成を依頼しており、その優勝作品を掲載した地球温暖化防止啓発のパンフレットを作成して、全戸に配布して、町民の皆様に啓発を行っております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  そのほか、コンポスト等、生ごみの処理の容器の補助金等は今ありますでしょうか。過去の実績としてあれば、お願いいたしたいと思います。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　議員がおっしゃるように、コンポスト等生ごみ処理容器購入補助金を制度としてございます。こちらの実績は、令和元年度で１件、令和２年度で４件、今年度は、現時点では交付申請はありません。
　このような補助金の制度については、また折に触れ広報等で周知してまいりたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  今回、この質問をしようと思ったのは、もちろん環境問題について以前から興味があったというのも、その一つなんですけど、コロナの影響で、私もほぼ毎日自宅におる時間が、もう１年以上続いております。外出して、外食する機会が多かったんですけど、家の中をじっくり見て、今やれる、時間がある今だからやれることを、この際一気にやろうと思って、今やっている途中でございます。ちょっとその事例を簡単に紹介させていただきます。
　まず、女性陣がどうしても古い台所をやり替えたいというのがずっと言われていましたんで、まず、台所を改修するようにしました。改修するなら、今、やっぱり時代の流れとしてＩＨですね、やろうと思いました。そうなれば、家をオール電化にしようということで、それも考えまして、ガスをやめてＩＨにして、お風呂は灯油で沸かしていましたんで、それもエコキュートにすることによって、家はオール電化にすることができました。
　その次は、電気をどうするかということを考えました。太陽光発電の産業用のを何度かしている経験があるものですから、家庭よりも太陽光発電のことを行います。事務所の屋上に、１０キロ以下ですけど、太陽光発電を設置して、それを家庭用に入れる。そして、今、考えられているのが電気自動車、ＥＶですね。電気自動車を使って、屋上で発電した電気を電気自動車に蓄電して、それを家庭で使う、そういうシステムが今、私個人また小さな企業としてできる最大の脱炭素社会の実現への手段だと思って、あらゆる方から意見を聞いたりして、今、やっております。
　５月に台所が改修できまして、本来なら５月末にリーフ、太陽光、電動車リーフが届く予定でしたけど、半導体工場の事故と火災とがありまして、今のところ７月末に来るようになっています。リーフの車体番号が確認できないと、太陽光の工事もできないというので、７月末にもう全部やればできます。
　具体的な金額を示させていただきますと、リーフが新車で５００万、太陽光電池の設置費が２００万、太陽光の設備を車に入れて、それを家庭に入れるシステム、Ｖ２Ｈといいます。Ｖというのはｖｅｈｉｃｌｅ、２はｔｏ、Ｈはｈｏｍｅです。ｖｅｈｉｃｌｅ　ｔｏ　ｈｏｍｅ、それが１２０万です。全部で８２０万ほどかかります。補助金が、リーフの補助金が最大で８０万です。Ｖ２Ｈの補助金が、１２０万かかるんですけど、６０万、半分出ます。最高で、国の補助金が７５万まで、町の補助金を使わせていただくという選択肢もございましたけど、それは２０万です。ただ、これは会社の車ですし、事務所の屋根を使うことから、企業として会社の名義で使うようにします。そうしますと、８００万に対して節税が約８０万ほどできますんで、実際は６００万ほどでできます。
　これがもしできれば、既にガス代はなくなりましたし、灯油代も冬のストーブ以外はもう使うことはないです。あと、ガソリン代は、まだ営業車等はガソリン車がありますんで、今後は大幅に減ることは予想されますけど、削減できる。
　電気は使う量によりますけど、太陽光を使えば、その分ガソリン代と家の電気代が、本当はもう少し太陽光を大きなものを据えられればゼロになるというぐらいのことで、今、できる限りの脱炭素社会を自分なりにやってみたんです。一応、事例として補足をさせていただきます。
　次に、今後の取組について、町が考えている今後の取組をよろしくお願いします。
○議長（是石　利彦君）  石丸住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　本町は、コンパクトな町ならではの機動力を強みとするＳＤＧｓ、持続可能な開発目標を原動力とした地方創生として、様々な施策の一層の充実、強化を図って持続可能なまちづくりを積極的に進めており、本年３月には吉富中学校２年生を対象に、産官学連携多様性プロジェクト、多様性教育授業を実施したところでございます。
　このＳＤＧｓのターゲットには、脱炭素化に関する項目も多く、主なものでは、再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大すること、大気や廃棄物を管理し、都市の環境への悪影響を減らすこと、廃棄物の発生の大量削減、気候変動対策の実施が掲げられておりますので、地球環境を守るため、この取組についても積極的に進めてまいりたいと考えております。
　脱炭素社会の実現のためには、住民の皆様一人一人の取組が大変重要であります。製品の購入やサービスの利用、ライフスタイルの選択などで地球温暖化対策に資するあらゆる賢い選択をしようという取組、ＣＯＯＬ　ＣＨＯＩＣＥや省エネ、再生可能エネルギーの導入、ごみの減量化について、説得力のある広報や周知、補助金制度等、施策の検討や実施を通して、次の世代にクリーンな生活環境を引き継ぐため、一人一人ができるところから取組を始めていくという意識づくりを進めてまいりたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  今、いろいろおっしゃっていただきました。具体的には、今から決まろうかと思います。
　非常にタイムリーなんですけども、今回、私はいろんなことを提案させていただこうと思っていましたけど、６月９日、おとといですね、地域脱炭素ロードマップというのを政府がまとめました。その中で、自治体や企業が中長期的な計画を立てて、排出削減を進められるよう、国が複数年度にわたって資金支援するということが表明されました。
　その中で、小泉環境大臣は、基金や交付金など新たな制度をつくらないといけないと、法整備を視野に検討をしている考えも発表しました。
　政府が脱炭素化の鍵と見る太陽光発電は、２０３０年に国と自治体の施設の５０％、２０４０年までに１００％設置・導入する計画も刷り込まれました。
　つまり、町内においても、今太陽光設備が載っていない多くの施設の上に、もう２０４０年度までに１００％設置するというのがおととい決まったわけです。これに対しては、もちろん国がいろんな施策を今から打ってくると思いますんで、それに十分対応していただきたいと思っております。
　また、初期費用の住民負担なしで太陽光パネルを設置するビジネスモデルも普及させ、５０年度までにその目標に向かって行くようになります。具体的に、今から、細かいことではありますけど、一つ一つ積み上げて、脱炭素社会に向けていくことと思います。
　個人的には、外灯を全てＬＥＤに替えて、そこに太陽光パネルを設置すれば、初期費用がかかっても、従来的には電力を使わなくて済むとか、小さな山間集落では、小さな沢に水力発電をして、そこの地域の電力を賄ったりとか、大きなところでは海上風力発電ということもございますけども、これはなかなか一自治体では、海に面している有利性はあるんですけども、難しいこともあろうかと思います。
　あとは、もちろん公用車の電動化、それと町内の遊休地の、太陽光を据えて、そこを非常電源にすれば、日頃の電力と、もしくは非常蓄電池を使えば、そういった可能性もあろうかと思います。
　先ほどうちが、私のところがリーフ１台を買おうという形で考えていました。それは、６４キロワットあるんです、蓄電量が。そうすると、先ほど、役場で１６ですから、蓄電が、３台ぐらいあればできると。そういうことも含めていろいろ考えていただければと思ってます。
　あと、既存の太陽光システムの施設の中や、この枠を持っている、例えば私ども持っていますけど、そこには１００ボルトのコンセントがございます。それは、非常時には既に体ができておれば、非常電源としても使えますので、そういうことも町と協力してやっていけたらなと、そういう形でぜひ脱炭素社会に貢献したいと思っています。
　それでは、２の質問に行きたいと思います。遊休町有地の現状についてでございます。
　昨今、町内を見渡してみますと、新築の住宅着工の件数は、消費増税のタイミングやコロナ禍の影響は若干あるにせよ、それなりの数はあると思われます。
　私自身も、数回、町外の知り合いの方から吉富町内の住宅地、土地を紹介してほしいという依頼もあり、実際土地を購入し、既に家を建てて住まわれている方もいらっしゃいます。吉富に住みたいと言われる方に聞くと、吉富は便利がいい、住みやすそうという声を聞き、非常にありがたく思います。
　遊休町有地に関しては、過去、同僚議員からも同様の質問がありましたけど、今回はその後の経緯を含めて質問します。
　①です。箇所数と遊休地となった経緯についてお尋ねしたいと思います。
○議長（是石　利彦君）  総務財政課長。
○総務財政課長（奥本　仁志君）  お答えいたします。
　現在、まとまった広さを持ち、利活用が見込める町有地のうち、遊休地の状態にありますのは、直江地区の旧直江県営住宅の跡地、それから、小犬丸地区の旧玄光院グラウンド、ゲートボール場跡地、それから、鈴熊地区の旧田辺三菱製薬の鈴熊社宅の跡地、それから、界木地区の延命多目的広場、旧製薬の延命社宅の跡地、それから、広津地区の天仲寺の山下、県道に面した土地。それから、別府地区の佐井川近くの森林、以上の６か所でございます。
　遊休地となった経緯でありますけれども、直江の県営住宅跡地につきましては、現在の県営小犬丸団地との敷地の交換により町有地となったこと、それから、小犬丸地区の玄光院グラウンドにつきましては、グラウンドとしての用途廃止がなされ普通財産となったこと、それから、界木の延命多目的広場につきましては、公有地拡大の推進に関する法律に基づき、多目的広場用地として取得したのが現在に至っていること。それから、鈴熊地区の旧田辺三菱製薬の社宅跡地、別府地区の佐井川近くの森林、それから、天仲寺の山下につきましては、それぞれ土地の寄附を頂いて町が取得したものの、具体的な活用方法が定まっていなかったこと、以上のような経緯によりそれぞれの土地が遊休地となっているという状況でございます。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  それでは、②です。これまでの未活用の理由と通算の維持管理の状況についてお尋ねしたいと思います。
○議長（是石　利彦君）  総務財政課長。
○総務財政課長（奥本　仁志君）  お答えいたします。
　これまでの未活用の理由としましては、いずれの土地につきましても、売却を含めた将来へのしっかりとしたビジョン、住みよいまちづくりへの利活用の方針自体を決めることができていなかったということが一番の要因であるというふうに思われます。
　また、活用の前提となります接続する道路改良の遅れや地域の理解が得られないといった、それぞれの土地が抱えていた課題もありましたが、活用方針が定まらない中では、解決に向けた取組もなかなか進まないまま時間が過ぎていったという状況があるようでございます。
　加えて、機構改革の前は、当時の企画財政課の職員１名が財産管理の担当として、他の業務を兼務しつつ遊休地の管理と今後の利活用も含めた検討をするという立場にありまして、他課との横の連携も十分ではない中で、ほかの仕事に追われ、遊休地の活用にまで手が回らずに来たということも要因の一つというふうに思われます。
　現在では、機構改革により、課題となっている政策を前向きに調整・推進をする未来まちづくり課や、産業振興部門が切り離され、建設事業に集中できるようになった建設課などが誕生したことで、各課横断的に政策を前向きにスピード感を持って進める仕組みが構築できましたので、こうした状況が目に見えて大きく改善されております。遊休地につきましても、活用に向けた取組が大きく進展をしているところでございます。
　今後は、こうした遊休地の状況など、様々な町の動きについて議員の皆様、そして、何よりも住民の皆様に対して見える化をしっかりと進めてまいりたいと考えております。
　次に、維持管理費についてですが、維持管理の内容としましては、草刈りが基本となります。天仲寺の山下、それから玄光院につきましては年に３回、延命の多目的広場につきましては年４回、それから、田辺三菱製薬社宅の跡地につきましては年に５回の草刈りを依頼しておりまして、記録に残っております平成２５年度から令和２年度までの８年間の費用の総額は、それ以外の普通財産の草刈りも含め、約３００万円弱、年平均にして約３７万円となっております。
　なお、直江の県営住宅跡地は、昨年度に町の管理に移ったばかりだということと、別府地区の土地については森林であるということから、維持管理のための費用は令和２年度までは発生しておりません。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  よく分かりました。それでは、③今後の活用についてをお願いしたいと思っております。
○議長（是石　利彦君）  未来まちづくり課長。
○統括課長兼未来まちづくり課長（守口　英伸君）  それでは、町の全般的な考え方について、まず述べさせていただきます。
　現在、未利用遊休地の活用を検討しておりますが、活用方法としては、その広さや立地を考えると宅地分譲が最適ではないかと考えているところでございます。
　宅地分譲の方法もいろいろ考えられますが、これまでは町が造成から分筆までして売却をするという方法が主流でございましたが、町が方向性についてある程度の条件をつけた上で、宅地分譲のノウハウを持つ不動産業者や建築業者に計画から施工、分譲までを一括して行ってもらう方法を検討しております。
　まず、町内の遊休地のいずれかにおいてこの方法を採用し、これをモデルケースとして他の遊休地においてもブラッシュアップしながら、本町に合うよりよい手法で分譲をしたいと考えております。
　本町では、固定資産税３年間が無料になる制度や、太陽光、浄化槽の補助金、さらには今年度から開始した１０年間にわたって奨学金返還を最大６５万円助成する制度、そして、小学校給食費の半額助成など、他の町にはない制度がいろいろございますので、未利用遊休地の活用と並行してこれらの周知の徹底を図り、移住・定住による人口増と税収のアップにもつなげていきたいというふうに考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  和才建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  すいません、建設課のほうで現在具体的に進めています案件がございますので、この説明も併せてさせていただきたいと思います。
　現在、町内の、先ほど話のあった遊休地のうち２か所につきまして、今年度、具体的に動いているところでございます。
　まず１つは、直江の県営住宅跡地です。当地は優良な一般住宅地を目指す、都市計画第一種低層住居専用地域内にあり、周囲は住宅地に囲まれ、面積２,９００平方メートル、８８０坪ほどあり、既に６メーターの道路が整備をされており、一般住宅であれば１０軒程度が建築可能と考えられるため、早期の住宅建築が見込めるハウスメーカーに一括して敷地内の道路整備費までを踏まえ売却をし、住宅化及び定住化を推進する方向にて準備を進めております。

　発注方法につきましては、公募型のプロポーザル方式を想定をしているところでございます。
　次に、小犬丸地区の玄光院グラウンド及びゲートボール場の跡地です。
　こちらも住宅地内にあり、面積３,６００平方メートル、１,０９０坪ほどあり、敷地内の道路整備分を差し引いても、一般住宅十数軒が建築可能と考えられるため、同様な手法にて売却を想定し、準備を進めているところです。

　今後におきましても、住宅環境の整った地域に有する遊休町有地につきましては、今回のこの２件をモデルケースとしまして、順次宅地化をして、人口増や町の税収増に向け、具体的な活用施策を検討してまいりたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  中家議員。
○議員（３番　中家　章智君）  今、両課長から説明をいただきましたが、まさにそのとおりだと思います。新しく来て、吉富に土地を買っていただいて、そこに住んでいただいて、家庭をつくっていただいて、そういう未来図が確実に描かれていると思います。環境にも優しいスマートシティを目指して頑張っていきたいと思っています。
　以上で一般質問を終わります。
………………………………………………………………………………
○議長（是石　利彦君）  暫時休憩いたします。再開は、１３時といたします。
午後０時05分休憩

………………………………………………………………………………
午後１時00分再開

○議長（是石　利彦君）  休憩前に再開いたします。
　角畑議員。
○議員（１番　角畑　正数君）  皆さん、こんにちは、１番の角畑です。狭隘道路のことについて質問していきます。よろしくお願いします。
　町内のどこの地区を見ても道幅が狭く、車の離合はもちろんできなく、緊急車両も集落の中まで入ってこれない状況の中です。火災が発生したら、民家に延焼も免れないと言っても過言ではないと思います。また、空き地も活用されていないところが多々見られます。
　まず、質問の前に、町のホームページの吉富町狭あい道路拡張整備促進計画を見ると、重点整備計画路線は設定しているようですが、町の狭あい道路拡張整備促進計画と道路拡張工事との関連性等について質問していきます。
　１番、今年度、道路拡張工事は何か所ですか、お尋ねします。
○議長（是石　利彦君）  和才建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  お答えいたします。
　今年度、道路幅を拡幅する工事としまして、現在、５路線を予定をしています。このうち、国の社会資本整備交付金、２分の１補助ですが、狭隘道路、この狭隘道路事業を活用しての工事が、令和２年度からの繰越し分と当初予算にて計上しています小犬丸玄光院線道路改良工事、それと、今回の６月補正予算にて計上しています狐島１号線・狐島屋敷線道路改良工事、高田仮喰線道路拡幅工事の３路線を狭隘道路事業として予定をしています。
　そのほか、町の単独事業としまして、小規模な一部拡幅工事としまして、吉富小学校線一部拡幅工事、小犬丸屋敷１号線一部道路拡幅工事の２路線の合計５路線が具体的な計画路線となっています。
　また、今後、自治会要望等を受けて予算化となります路線も想定はされますが、現時点での予定は以上の５路線となっています。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  角畑議員。
○議員（１番　角畑　正数君）  ありがとうございます。今回、補正予算に計上している道路、改良工事、吉富町狭あい拡張工事整備計画に登載されている路線なのか教えてください。
○議長（是石　利彦君）  建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  先ほど、角畑議員が冒頭説明いただきましたが、吉富町狭あい道路拡幅整備促進計画、まず、この計画書に載っている路線が、先ほど国の補助金の交付要件となりますので、今回、狭隘道路で３路線工事する箇所につきましては、この狭隘道路の計画に上がっている路線となっております。
　ちなみに、今現在、先ほど数えてみましたら、この狭隘道路の整備計画には、町内の３５路線が計画道路として計上しているところでございます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  角畑議員。
○議員（１番　角畑　正数君）  今、この資料、課長が、見せてもらいましたけど、重点整備路線として昭和５０年２月に、全域に都市計画として、町全域に全ての緊急車両等の困難な狭小道路地区を設定し、地域内に重点整備しますと書いてありますが、今、４メートル未満の道路は何％の確率であるでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  現在、町道の総延長が約７１キロ町内にございます。そのうちの４メーター未満の道路については、全体の４０％が狭隘な道路ということで把握をいたしております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  角畑議員。
○議員（１番　角畑　正数君）  今、課長がおっしゃいました４０％ということは、昭和５０年にこれができて、４０％ということはほとんど変わっていないということですね。
○議長（是石　利彦君）  建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  今、議員がおっしゃいました昭和５０年の２月というのは、吉富町が都市計画を、吉富町全域に都市計画区域を設定した年度でございます。
　この狭隘道路の計画につきましては、近年、すいません、ちょっと今、いつ、何年からというのは資料を持っておりませんが、ここ六、七年前にこの計画は策定したものというふうに記憶をいたしております。
　ですので、５０年からこの計画があったということではありませんで、そういったことです。
○議長（是石　利彦君）  角畑議員。
○議員（１番　角畑　正数君）  ありがとうございます。次の質問に入ります。
　防災道路として、防災道路拡幅工事は何か所の計画ですか。どこの地区になりますか。
○議長（是石　利彦君）  建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  本町では、防災道路として特定の路線の指定はしておりませんが、過去にはそれまで消防車や緊急車両等が入れない村中道路を６メーター以上に拡幅をしたり、併せて道路の地下に防火水槽を設置する場合などに、大きな目的の一つとして防災道路事業として説明をし、事業を行ってきた経緯がございます。
　そういった意味では、本年度は防災道路と銘打っての計画した道路はございませんが、集落内の狭隘な道路で、ある程度の事業区間があり、緊急車両等の出入りの改善が見込める、そういった意味で、議員の趣旨を勘案いたしますと、小犬丸地区の小犬丸玄光院線道路改良工事、それと、狐島地区内の狐島１号線・狐島屋敷線道路改良工事の２路線が挙げられるかと思います。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  角畑議員。
○議員（１番　角畑　正数君）  ありがとうございます。今後、行わないということですね。（発言する者あり）
○議長（是石　利彦君）  意味を、今後何。
○議員（１番　角畑　正数君）  今後、防災道路は引き続き行うんですか。
○議長（是石　利彦君）  建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  お答えいたします。
　防災道路という形で銘を打ってやるかどうかというのは、今後また検討いたしますが、狭隘道路の拡幅事業につきましては、粛々と今、先ほどまだ４０％がそういった狭い道路でございますので、引き続き国の交付金を活用しながら今後も進めていきたいというふうに考えておりますし、財政部局とも相談をしながら、できる限り広げたいというふうに考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  角畑議員。
○議員（１番　角畑　正数君）  財政部局というのは。
○議長（是石　利彦君）  ちょっと議員、今はっきり聞こえなかったんですが、もう一度。
○議員（１番　角畑　正数君）  いいですか、変えます。建設の要望とかというのは、自治会とかの要望とかはあるんでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  建設課長。
○建設課長（和才　　薫君）  町が過去にしました例えば駅前道路であったり、町の主要な施設等々に町が主導で道路を建設する場合もありますが、本町の場合は大半が各地区、各自治会のほうからこの路線を拡幅をしてほしいということで、自治会の要望が毎年のように上がってきております。まず、それを大きなきっかけとしまして、地区内の地権者の協力を頂きながら、自治会長さんとタッグを組みながら計画を進めていこうと考えております。
　先ほど、財政部局と申しましたのは、予算の関係がございますので、町の総務財政課と財政上の協議をいたしながら進めていきたいというところでございます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  角畑議員。
○議員（１番　角畑　正数君）  大変よく分かりました。狭い道ですけど、狭隘道路が多く、一日でも早く改善して、安心、安全なまちづくりを目指してください。
　これで終わります。ありがとうございます。
………………………………………………………………………………
○議長（是石　利彦君）  向野議員。
○議員（２番　向野　倍吉君）  議席番号２番、向野倍吉です。通告に従って、質問を行いたいと思います。
　気候変動問題は、国際社会全体が取り組むべき人類共通の喫緊の課題です。我が政府は、２０５０年までにカーボンニュートラルを実現することを宣言しました。
　しかし、日本全国の多くの地域では、少子化、高齢化、過疎化、産業の空洞化、人口減少といった難しい問題に向き合いながら取り組んでおります。その中で、誰もが消費者である今、暮らしを通じた一人一人の変容が不可欠であると考えられます。
　そこで、本町でも住民や事業所の皆さんの協力の下、循環型社会の形成に向けた取組を進める必要があると考えられます。その実現のためには、一人一人がごみ問題を意識して、環境に配慮した生活を行う必要があります。
　そこで、本町でも広報にリサイクル率を掲載していますが、そのリサイクル率を上げるのはどのような理由でしょうか。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　リサイクル率は、町内で排出されるごみのうち、資源として再利用されるごみの割合です。ごみを分別し、リサイクル率が向上すると、焼却処分するごみの減量化につながると考えます。
　そのことから、本年４月より広報よしとみ住民課通信欄にごみのリサイクル率の掲載も始めたところであり、このごみの減量化の取組は、持続可能な社会の実現に向けた開発目標、ＳＤＧｓの達成にもつながると確信しておりますので、今後も積極的に取り組むべきと考えております。
○議長（是石　利彦君）  向野議員。
○議員（２番　向野　倍吉君）  そのリサイクル率なんですけども、上げるということは本町にとってどのような利益といいますか、影響がありますでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　ごみの分別によりリサイクル率を上げて、焼却処分するごみの量を減らすことによるメリットは、まず１点目は費用面です。焼却処分するごみの量が減少すると、焼却に要する費用や焼却灰等の最終処分に係る費用が減少するとともに、資源物である紙類、缶、瓶、ペットボトル、プラごみが増加し、それに伴って資源物の売り払い収入が増加することになります。現在、ごみ処理は、豊前市外二町清掃施設組合の清掃センターで行っており、令和元年度決算で、資源物の売り払い等により２,３７９万５,０００円の収入を得ています。支出が減り、収入が増えることで、構成団体の分担金の減少にもつながっていくものと思いますので、大きなメリットと言えます。
　２点目は、吉富町への影響というより環境保全の話になります。清掃センターでは、可燃ごみは焼却炉で燃やす処理をしておりますので、可燃ごみを減らすことにより焼却量が減少し、二酸化炭素の排出が抑制できることとなるため、地球温暖化防止につながっていきますので、これも大きなメリットと言えます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  向野議員。
○議員（２番　向野　倍吉君）  リサイクル率を上げると、その分、本町の分担金から差し引かれます。分担金が引かれるということは、本町にとっても大変いいことだと思います。
　では、本町でごみの焼却に係る費用というのは年間どれだけかかるのか、また、町民１人当たりにするとどれだけかかるのか、あと、年間通じて特に焼却の多い月はいつなのか教えてください。
○議長（是石　利彦君）  石丸住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　ごみの処理を行う豊前市外二町清掃施設組合は、令和３年度の予算で歳入歳出ともに５億１,６９３万８,０００円を計上しており、このうち３億９,０００万円を豊前市、吉富町、上毛町からの分担金で賄っております。

　町の一般会計には、この分担金７,７６６万１,０００円と、ごみステーションのごみを収集するごみ収集運搬処理の委託料２,３８２万６,０００円を計上しておりまして、予算計上の際には町議会において御説明をさせていただいておりますが、町民に対しては広報等の掲載は行っておりません。

　令和３年度のごみの処分費用として、分担金と収集処理委託料を合わせて１億１４８万７,０００円かかっておりまして、人口１人当たりにしますと約１万５,０００円となります。本町は、指定ごみ袋にはごみ処理の費用を含まず、それを全て町の一般財源で負担しておりますので、家庭ごみをしっかり分別することでこの費用の削減につながること、ＳＤＧｓの達成にもつながることを今後はしっかりと周知をして、リサイクル率の向上を目指してまいりたいと考えております。

　そして、ごみの多い月、ごみの量の多い月の傾向についてでございますが、年間を通じた処理量を見ますと、１月、２月が少ないというような傾向はあるようですが、多い月は年によってまちまちという状況でありまして、ただし、昨年の５月と６月は、新型コロナウイルスの影響によってお家時間が増加したため、それぞれ前年比１５％増となっていることが特筆できる傾向になっております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  向野議員。
○議員（２番　向野　倍吉君）  本町のごみ処理は、全て税金で行っております。住民の皆さんに周知する必要があると、私は思います。また、焼却ごみを少なくすることにより、焼却灰の処理費用も少なくなり、焼却施設の延命にもつながります。ひいては町民の利益に結びつくと考えられます。今後は、処理料だけではなく金額も掲載すれば、町民の皆様に御理解いただけるのではないかと思います。
　また、特に多い月、引っ越し月とか、皆さん注意して、気をつけてごみを出していただくというような検討をしていただければなと思います。
　うちの前の住宅でも、結構今引っ越しが多くて、収集日のほかにたくさんごみを出しているようなところもありますので、その辺を含めて掲載をしていただいたらなと思いますが。
○議長（是石　利彦君）  石丸住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  すいません、先ほども申し上げましたが、広報よしとみに、町内で出されたごみの量とリサイクル率を掲載しておりまして、ごみの分別について周知を図っているところでございます。
　住宅の、今、部屋を替わるなどの措置がされていまして、ごみが多いということは承知をしております。住宅の担当の課と連携をして、対策を取ってまいりたいと考えております。
　金額についての周知なんですけれども、ごみ処理の費用は１年の間で変動するものではないので、この月のごみの量が少なくなったので、ごみの負担の量が減るというようなことではありませんので、その金額の記載につきましては、住民の皆様に誤解なく、そして、ごみの分別が進むような掲載の方法について検討して、実施をしてまいりたいと考えております。
　また、一番燃えるごみの中に混入しております雑紙とプラスチックごみの分別について、今後広報よしとみに数か月にわたっての特集を今検討しているところでございます。ＳＤＧｓの達成のためにも必要なことと考えておりますので、検討して努力してまいりたいと思います。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  向野議員。
○議員（２番　向野　倍吉君）  ごみの減量化問題は、本町だけの問題ではありません。今以上に広域連携が特に必要になるのでは考えられます。今後、どのようにしてこの広域連携を進めていくのか、執行部のお考えをお聞かせください。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　現在、本町のごみ処理は、豊前市外二町清掃施設組合に加入して広域連携の下に行われております。また、ごみの問題は、最も生活に密着した環境問題の一つであり、地球環境を守るため、脱炭素化・ＳＤＧｓの達成のためにも、今後も積極的に取組を進めなければなりません。住民一人一人、自治体一つ一つの取組が基盤であり、非常に重要であるのと同時に、地域単位、国単位、地球全体でと大きな規模で取り組むべき問題でありますので、町が先月連携協約を締結しました北九州都市圏域におきましても広域で連携して、本町が進めるＳＤＧｓの活動について、さらに効果的に取り組んでまいりたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  向野議員。
○議員（２番　向野　倍吉君）  今回、この問題を取り上げたのは、ほぼごみの処理は税金で行っています。やはり近年、北九州でも大型ごみを有料化にすると、中津も最近何かビニール袋に替えたりとか、税金で行えなくなっているところもだんだん出てきていますので、本年は執行部の皆さんの御努力で、何とか無料で税金で行ってますが、近い将来有料化になるのではと危惧しておりますので、今後、ごみ量を少なくすることにより、有料化に向けての取組が１年、２年、もう何年も遅れるように、それが住民の利益になるのではないかと考えられますので、どうぞよろしくお願いします。
　それでは、次の問題に入ります。
　家庭の可燃ごみの中の３０％から５０％を占める生ごみが資源化に回れば、リサイクル率は大幅にアップします。
　本町は、生ごみのコンポストに助成金を出していますが、新興住宅にはコンポストを置く場所が限られます。近隣の市町村では、生ごみ処理機の助成制度があり、この制度は全国の約６０％以上の自治体で取り組まれています。最大５万円で助成をするところもあります。
　本町でも、以前、処理機助成に取り組んでいたと聞きましたが、中止になった経緯をお聞かせください。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　ごみの減量化として、生ごみをごみとして焼却せず、堆肥化するコンポスト等生ごみ処理容器購入費用の一部を平成１２年１０月から補助しており、当初、補助対象としていた電化製品の処理機は、平成１９年度をもって補助対象から外したという経緯がございます。
　その理由は、電化製品であることから、生ごみを処理するために電力を消費し、地球温暖化の観点からエコでないと言え、非電化製品のものは処理に時間がかかりサイズが大きいといった欠点はあるものの、生ごみを堆肥化できないわけではないため、非電化製品の処理容器コンポストのみを補助対象としているものでございます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  向野議員。
○議員（２番　向野　倍吉君）  全国で６０％取り組んでいますので、本町でもできたらこういう取組をしていただきたいなと思います。
　処理機以外でも、乾燥機とかにも何か取り組んでいる自治体もあると思います。水分が多いごみを燃やすとたくさん燃料も要りますし、焼却炉の劣化にもつながりますので、生ごみをいかに少なくするかというのは、これからの課題ではないかなと考えますが、本町による取組を今後はどのように考えていますでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  お答えいたします。
　京築７市町、大分県中津市、宇佐市の中で、電化製品の処理機を補助対象としていないのは本町と中津市のみで、苅田町と宇佐市は電化製品の処理機のみを補助対象としております。
　清掃センターで行っているごみの組成調査では、可燃ごみとして出されたごみ袋には、紙、布類が４６.６％、ビニール類等が１４.７％、生ごみ等が３１.８％含まれているという結果になっており、これが乾燥状態での割合ですので、水分を含んだ状態では、可燃ごみに占める生ごみの割合はより増すことになります。

　コンポストを設置する畑がない御家庭でも、生ごみの減量化に取り組むことができる電化製品の生ごみ処理機は、生ごみの減量化に大変有効であり、脱炭素化、ＳＤＧｓの達成のためにも積極的に進めるべきだと考えますので、今後、普及に向けて推進を図るため、補助対象とするかについて検討を進めてまいりたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  向野議員。
○議員（２番　向野　倍吉君）  分かりました。前向きに検討をお願いいたします。
　では、最後に意見を言わせていただきたいと思います。
　環境問題の解決は、我慢や苦しむことだけではなく、自然にそして明るい未来に向けての取組だと、町民の皆様に分かっていただくことが大切だと思います。１人の１００歩より１００人の１歩が世界を変える力を持っていると考えられます。今後も、皆さんに協力していただけますよう分かりやすく周知し、そして、少しでもごみの減量化が進むことを期待します。
　以上です。
………………………………………………………………………………
○議長（是石　利彦君）  太田議員。
○議員（６番　太田　文則君）  議員席７番、太田でございます。本日最後の質問となります。最後まで、よろしくお付き合いのほどお願いいたします。
　通告文は要約して、現状アサリ貝の育成についてということを問うていきたいと思っております。
　近年、日本海でも漁獲量は減少を続けています。要因として、乱獲、地球温暖化による海水温上昇や生態系の変化、それと藻場の減少が主な要因ではないかと考えられます。
　加えて問題になっているのが、海中の栄養素が不足する海の貧栄養素です。貧栄養素解消や藻場をどうしたら再生できるのか、そのことがアサリ育成の鍵を握っていると考えますので、通告文に沿って一つ一つ確認していきたいと思っております。
　まず１番目、従来方式のアサリ稚貝育成と現状のネット方式育成とではどれぐらい漁獲量が上がったのか。加えて、上がったのであれば、その要因もお答えください。
○議長（是石　利彦君）  軍神地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  お答えいたします。
　先ほど太田議員がおっしゃったとおり、近年、アサリの資源は全国的に低水準で推移しております。こちら、豊前海におきましても、かつて全国有数のアサリ漁業が形成されておりましたが、現在は資源の減少が続いております。
　本町におきましても、アサリ資源回復に対する漁業者の要望は強く、これまでも稚貝の放流や資源管理、食害種のナルトビエイの駆除などを行ってまいりました。
　また、平成１３年から県の開発しました「かぐや装置」での稚貝の育成、平成２７年から先ほどのネット方式、袋網を活用した天然稚貝の干潟での育成などに取り組み、親貝まで育成できる技術水準に達成したところです。
　漁獲量につきましては、豊前海のアサリの漁獲量は、昭和６０年代の１万１,０００トンをピークに、ここ数年は２０トン程度、本町での資源量調査では、残念ながら１０トン程度と低迷維持状態の状況でございます。

　しかし、近年では、県、市町、漁協との連携、豊前海の干潟でのネット方式の稚貝の育成を広域に展開するなど、取組を行っております。その結果、一部の干潟では天然稚貝のまとまった発生も確認されており、資源回復に向けた兆しも見えてきましたので、今後も各地域に適した手法を取り組むとともに、資源を共有できる関係機関との連携や広域的な取組を継続し、漁獲量の増加につながるよう取り組んでまいりたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  太田議員。
○議員（６番　太田　文則君）  それでは、今、担当課長の御説明の中では、現状のネット方式だと、前みたいな漁獲量は上がっていないけども、徐々には稚貝から成貝というか、大人の貝になって、商品化になるような貝が徐々に出てきているということで、そう理解してよろしいですか。
○議長（是石　利彦君）  地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  今、太田議員がおっしゃるとおり、数字としましては、ここ近年１０トン程度ということで、年によりまして、雨が降ったりとか台風が来た影響、あと海水温であったり栄養の関係で多少の上下はあるんですが、あまり変わっていない。
　ただし、先ほどおっしゃったとおり、天然物の稚貝が自然と定着するようになりました。これは、非常に大きなことではないかと。よそから持ってきたものではなく、砕石に天然の浮遊性のものがついて、天然の稚貝が発生して、それがまた地の海に着く、こういうものがサイクルができてくることによって、将来的な推移回復が見込めるんじゃないかということも、試験場のほうも期待しているところです。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  太田議員。
○議員（６番　太田　文則君）  今のネット方式が最善の策ということで、県の職員さんと連携をしながら、ぜひ、今まで低迷していましたアサリの漁獲量が徐々に上がるように、ぜひ、そういうことを後押ししていただきたいなというふうに思っております。
　私が子供のときなんかは、ビニール袋を持ってようアサリ貝を掘りにいきよったんですけども、今は、何ていうんでしょう、そういう、先ほども冒頭に言いましたように、藻場もない、海の中の栄養素が不足しているということから、アサリ貝の育成に悪影響を及ぼしているんじゃないだろうかというふうに考えられます。そういった藻場と栄養素をどう増やすかということが課題だと思うんです。
　それで、今話題になっている広島大学の山本教授が、ある福岡の企業と共同開発をして、鶏の鶏ふんをバイオ化して、それを商品化をして海に、もちろんそれを置くんですが、要は畑の肥料と考え方は一緒です。その肥料を置くことによって、藻場だとか、不足している栄養素が増えてくると。それが増えてくることによって、何がいい影響があるかというと、今言ったように、先ほど言いましたように、アサリ貝にとってもってこいの栄養素が出てくるわけです。ほかの魚にももちろん影響が出てくるでしょうから、一石二鳥です。
　そういったところで、２番目の質問で、鶏ふんをバイオ化し藻場を作り、貧栄養素をなくす肥料のあることを担当課のほうで知っていますか。もし知っているのであれば、今後、それを試験的に行ってみたいという考えはあるんでしょうか。そのお考えをお聞かせください。
○議長（是石　利彦君）  地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  先ほど議員との説明と重複するところがかなりあるんですが、先ほど大学の研究により、アサリ貝の減少の一つ、瀬戸内法の改正が今年度６月で改正されたように、一つ、海の貧栄養化、それが天然の資源が減少している大きな問題ではないかということも一つ取り出されて、法改正が今なされているところです。
　そのことに関連しまして、下水の処理、そして水質の対策が進んだことによる貧栄養化が、アサリの資源減少の一つとして挙げられております。これは、貝類の餌となるプランクトンが、貧栄養状態の海では増殖しにくいためと考えられております。
　このことに着眼しました鶏ふん、養鶏の事業者が鶏ふんを発酵・成熟したブロック型の肥料を製造し、検証をいろいろ行っております。その結果、アサリの成長率の身の太りに明確な効果が得られたということで、全国的に注目が集められている状況だと考えています。
　この結果を踏まえまして、福岡県も、先行事例につきましては、試験段階のためデータがまだ少ないと、まだ２か所、３か所程度ということで少ないということが、鶏ふん堆肥が効きやすい湾構造であると。こちらの周防灘海域は潮通しがいいということで、流れが、結構肥料が流れてしまうんではないかということも言われております。という、そのような条件も分析しながら、豊前海に同様の効果が現われるか検討していくということです。
　また、効果的であれば、費用面も含め、県、漁協、京築エリアでの連携と検討を行い、取り入れていきたいと考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  太田議員。
○議員（６番　太田　文則君）  担当課長の、先ほどの下水道化によって水がきれいになったということで、確かにきれいな海と豊かな海と比べたら全く違うんです。そういう豊かな海にして、アサリ貝だとか、海の中で育っているそういう魚だったり、そうしたものに栄養が行くような、そういう感じのものをぜひ育成していただきたいなというふうに思っております。
　先ほど言いましたように、今後、バイオ化されたブロック状の鶏ふんの商品化であったんですけれど、今後は吉富漁港でも試験的にやれるのか、やる検討をされるのか、そこのところを聞かせてください。
○議長（是石　利彦君）  軍神地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  先日、豊前海研究所の担当課長のほうと協議してまいりました。県としましても、まだこれが試験段階ということでして、十分に効果があるかどうかというのを検証した結果、吉富だけではなく、こちらでいえば広域で、京築で農水産業振興協議会ということで、国のほう、県のほうにアサリの資源回復を要望しているところです。広域で、漁協であったり自治体が、豊前海で取組が可能であるということであれば、吉富もぜひ取り組んでいきたいというふうに考えております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  太田議員。
○議員（６番　太田　文則君）  ぜひ、そういった貝ももちろんあるでしょうし、漁業者とかああいう力添えを頂いて、全員でタッグを組んで、ぜひアサリ貝が復活されるように期待しております。ぜひ頑張っていただきたいなというふうに思っております。
　３番目の質問に移りたいと思います。これは、メディアで放送されたものを、私は今回取り上げさせていただきました。本来この貝を、ホンビノス貝という貝なんですけども、これは本来アメリカから来た外来種でございます。これが今東京湾のほうで、先程言いましたけど、東京湾でもアサリ貝が不漁になっております。これが、アサリ貝の救世主と言ってもいいぐらい、今、物すごく採れています。人気が高いということで、メディアで先月取り上げられたものを私が今回、この場を借りて質問するわけなんですけども、ホンビノス貝というのは、このことはみんな知っていると思います。ハマグリの大きさ、ハマグリと大きさはそんなに変わらない大きさの貝類ですけども、その貝が今物すごく人気がありまして、こういう貝なんですけども、これが食肉もかなり厚くておいしいという評判でございます。ぜひこの貝を、一つの吉富町の特産として、アサリもあり、ホンビノス貝もあり、ぜひそれを育成していただきたいなというふうに思っておりますが、担当課のお考えをお聞かせください。
○議長（是石　利彦君）  地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  ホンビノス貝につきましては、今、マスコミがテレビの中でかなり話題になっている貝ということで、東京湾で、先ほど言われましたように際会されて、外来種ということであります。
　本町としましても、新しい特産品開発ということで、そういうものに取り組めればいいなということで、今、検討をしているところでありましたが、県と協議したところ、現調査段階では、アサリ貝との競合や環境に与える影響が未知数であるということから、福岡県はホンビノス貝の養殖は考えておりませんということでした。
　しかしながら、豊前海で定着しているアサリ貝及び豊前海の一粒ガキの資源回復や養殖の推進、その他水産資源の振興を関係機関と連携、協議しながら検討する必要があるというふうに考えております。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  太田議員。
○議員（６番　太田　文則君）  ぜひ、外来種ということで、なかなか県の方も贅沢というようなことじゃないかと思いますけども、結構この近所のスーパーでも出回っておりますんで、ぜひ、内部で検討していただいて、吉富町の特産品になるように期待しております。
　以前担当課のほう、課長のほうから、何ていうんですか、地域協力隊といいますか、そういった方を漁師として、漁師と言ったらおかしいですけれど、漁業者として招き入れて育てたいという、予算組のときに話がありましたが、その後の進行状況の実態が分かっているならばお答え願えますか。
○議長（是石　利彦君）  地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  今の御質問は地域おこし協力隊を活用し、水産資源の振興に資することはできないかという質問でよろしかったでしょうか。
　現在、令和３年度地域おこし協力隊を３名、今、募集しているところでございます。ミッションは３つです。特産品開発であったり、マルシェの振興であったり町のＰＲですね、ＰＲを促進する、そういった提案型というものを踏まえて４つにしております。その方の能力を最大限に生かして、フルに活動していただいて、町の課題を解決していくということになっております。
　今、議員がおっしゃったように、豊前市、そして築上町、地域おこし協力隊を活用しまして、カキいかだ、衰退していくカキいかだの後継者となるべく活動しているところでございます。
　吉富町、本町につきましても、もしそういう水産のほうの活動がしたいという方がいらっしゃいましたら、地元の漁協と協議しながら、そういう活動ができるかというのを進めていきたいと思っております。
　ただし、簡単には地域おこし協力隊が漁業には取り組むというのは、ちょっと難易度が高いというふうに、築上町と豊前市のほうからお聞きしております。やはり資金の問題であったり、やっぱり技術が専門的な技術の継承、そして受入先がしっかりサポートできるかと、そういうようなものを、課題を解決した上で地元で受け入れて漁業の技術を継承し、そして、漁師、カキいかだの養殖等に取り組んでいるという状況でございました。
　本町としましても、ただいま２週間足らずで１１名の募集がありますので、もし今後そういう募集者が出たところは、水産資源の回復のほうにも取り組んでいきたいというふうに考えております。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  太田議員。
○議員（６番　太田　文則君）  ぜひ、衰退している漁業、そういった外部からの応援によって立ち直らせるというような、また、ほかのところからエネルギーを注入することも大事じゃないかと思いますので、ぜひ、担当課としても後押しをしていただいて、今後の漁業者に熱い支援を期待しまして、一般質問を終わります。
────────────・────・────────────
○議長（是石　利彦君）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。
　本日はこれにて散会いたします。長時間お疲れさまでした。
午後１時48分散会
──────────────────────────────
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